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老
後
を
よ
り
豊
か
に

　
だ
れ
し
も
老
後
の
生
活
は
、
安
定

し
た
も
の
で
あ
り
た
い
と
願
い
、
い

ろ
い
ろ
お
考
え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
．

　
と
こ
ろ
で
、
国
民
年
金
に
付
加
保

険
料
制
度
が
あ
る
こ
と
を
．
こ
存
知
で

し
ょ
う
か
。

　
こ
の
制
度
は
、
も
う
少
し
多
く
保

険
料
を
納
め
て
も
よ
い
か
ら
、
よ
り

高
い
年
金
を
受
け
た
い
と
い
う
加
入

者
の
要
望
で
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、

定
額
保
険
料
の
ほ
か
に
、
一
ヵ
月
四

百
円
を
足
し
て
納
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
．
そ
し
て
、
納
め
た
期
間
に

応
じ
て
定
額
年
金
に
加
算
し
た
年
金

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
も
、
あ
な

た
か
ら
負
担
し
て
い
た
だ
い
た
付
加

保
険
料
額
は
、
付
加
年
金
を
二
年
間

受
け
ら
れ
る
と
、
も
と
が
と
れ
る
勘

4
し
こ
い
消
薯
鱈

も
　
　
　
住
ま
い
の
湿
気
と

　
　
　
　
　
　
か
　
び

　
ジ
　
　
　
日
本
の
樒
雨
期
の
平

　
　
　
均
旧
血
麿
蚤
｝
十
占
パ
麿
呪
、
　
［
半

驚
旗
蜥
智
？

嚢
　
謬

黛
韓
諺
藩

ぞ
〃
碁
轟
恥

定
と
な
り
、
あ
な
た
の
老
後
に
と
っ

て
大
変
有
利
な
財
産
づ
く
り
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。

　
こ
の
有
利
な
付
加
年
金
に
加
入
さ

れ
る
方
は
、
市
役
所
市
民
課
国
民
年

金
窓
口
（
8
七
－
三
一
二
番
）
へ

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
電
話
で
も
結

構
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
付
加
保
険
料
制
度
へ

は
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
い
る

人
を
除
い
て
、
だ
れ
で
も
加
入
で
き

ま
す
。

　
国
民
年
金
に
つ
い
て
不
明
の
点
は

お
気
軽
に
市
役
所
市
民
課
国
民
年
金

係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
あ
な
た
の
知
人
や
友
人
等

で
、
保
険
料
を
未
納
さ
れ
て
い
る
方

が
お
り
ま
し
た
ら
、
至
急
納
入
さ
れ

る
よ
う
勧
め
て
く
だ
さ
い
．

ミ
ニ
コ
ロ
ニ
ー
「
六
花
園
」

を
開
設

　
昨
年
よ
り
北
魚
沼
郡
堀
之
内
町
に

建
設
中
の
精
神
薄
弱
者
更
生
施
設

所得税の特別減税のあらまし

　今回、昭和51年分所得税の特別減税が行才）れ・つき

の金額が還付されることになりました。

　還付される金額は、本べは6千円、控除対象配偶者

や扶養親族は1人に／）き3千円として計算した金額で
す。たたし、納めた昭和51年分び）所得税額グ）方か少な

いときは、そグ）税額までとな1）ます。そこで、そび）あ

らましを説明しましょう。

還付を受けられる人
　還付を受けられるび）は、昭和51年分び）所得税を納め

た人です。たたし、利子、配当などび）源泉分離課税ゲ）

所得税に・）いては還付され去せん。

還付方法とその手続
①サラリーマンび）場合

　本年6月1目現在において昨年と同じ会社に勤務し

ているサラリーマンは、おkそ6月～7月二7）、賞与
や給与を受取るときに、勤務先から還付され主す。

（給与支払者σ）事務等び）都合に仁り、8月以降になる

場合もあります。〉しかし給与以外に所得かあ’・たリ、

2ヵ所以Lから給与を斐）ら一・ているために確定申告を

した人で、勤務先から還付しきれない分があるときは
そσ）分に／）いては、／）ぎび）“事業所得者などの場合、

と同じ方法て還付されます。

②事業所得者などび）場合

　事業所得者なと確定申告をして納税1．た人は、6月
ト旬ごろに税務署かド）還付を受けられる金額をお知ら

せします。そび）際、同封された還付請求書に、所要の

事項を記入して、税務署に返送してくたさい。そうす
ると、税務署から還付金グ）支払通知書か送られてきま

すから、こσ）支払通知書によって郵便ノ、うで還付金を受

取ることにな1）ます。還付請求書を提出されてから、

還付金を受取るまてに1～2ヵ月かかる場合もありま
すび）で、あド）かじめご了承ください。

③そび）他

　給学び）税金を源泉徴収で納め、年末調整を受けてい

るが、今年になって5月末までに退職した人や、昨年

中途で退職したなどのために給与の税金を源泉徴収さ

れたままで年末調整を受けていない人などは、税務署

へ還付請求をしてください．そ4）場合、昭和51年分の

確定申告書を提出していない人は、期限後の確定申告

をして、特別減税を受けることになっています。

　く才）しいことは税務署（所得税担当〉へおたずねく

たさい・　　　　　　　　　　　　　（十日町税務署）
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六
花
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は
、
魚
沼
地
域
の
市
町
村

　
の
．
こ
協
力
に
よ
り
、
新
潟
県
ミ
ニ
コ

　
・
二
ー
第
一
号
と
し
て
こ
の
ほ
ど
完

　
成
、
去
る
六
月
七
日
に
は
県
知
事
を

　
迎
え
竣
工
式
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
．

　
　
こ
の
「
六
花
園
」
は
、
恵
ま
れ
た

　
環
境
の
な
か
で
、
適
切
な
指
導
を
受

　
け
な
が
ら
障
害
の
程
度
に
応
じ
た
生

　
活
指
導
、
農
園
作
業
等
に
よ
り
、
可

　
能
な
人
は
社
会
に
復
帰
す
る
こ
と
が

　
で
き
る
よ
う
に
す
る
福
祉
施
設
で
す
。
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収
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▽
関
口
太
郎
右
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原
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五
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　自衛官募集中〃

　自衛官は特別職国家公務員、安定した生活が保証さ

れています．18歳以上25歳未満び）方ならどなたでも自

衛官になれます．くわしいことは市役所市民課へおた
ずねください。
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十
日
町
か
ら
も
九
名
の
人
達
が
人
園

し
て
い
ま
す
が
、
魚
沼
地
域
に
結
び

つ
い
た
地
域
ぐ
る
み
の
施
設
と
し
て

今
後
も
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▽
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十
四
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（
金
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前
八

時
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～
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時
半
ま
で
　
四
日
町
新

田
第
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目
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一
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菅
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又
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又
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　　　　　＿愛の1献血　

　　　　　　　　　　　　　　　　　～初の街頭献血を実施

　全国的に「愛の血液助け合い運動」が展開されていますが、本市でも去る7月4日
十日町商工福祉会館前で初の街頭献皿を実施しました。
　これは、これまでの各事業所を中心とした献皿から、商店街や婦人層など一般市
民に協力してもらい￥健全な献皿運動を推進して行こうという主旨で行われたもの
です。

　当日は￥あいにくの雨にもかかわらず、十日町青年会議所のみなさんの呼びかけ
などにより、ショッビング帰りの主婦など多数の万が献血されました・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈献皿の関連記事は5頁に掲載＞
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六
月
の
梅
雨
入
り
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
集
中
豪
雨
や
台
風
の

襲
来
な
ど
が
心
配
さ
れ
る
災
害
多
発
シ
ー
ズ
ン
と
い
え
ま
す
。

　
幸
い
十
目
町
地
方
で
は
、
最
近
あ
ま
り
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
市
内
に
は
危
険
ヵ
所
と
し
て
警
戒
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
も
、
地
す
べ
り
二
十
二
ヵ
所
、
中
小
河
川
は
ん

ら
ん
約
四
十
ヵ
所
、
た
め
池
等
約
四
十
三
ヵ
所
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
災
害
は
、
い
つ
、
ど
ん
な
か
た
ち
で
私
達
を
襲
っ
て
く
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
各
家
庭
で
も
万
全
の
予
防
対
策
を
た
て
、
災
害
シ

ー
ズ
ン
を
無
事
の
り
き
り
ま
し
ょ
う
。
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雨

　
集
中
豪
雨
は
、
お
も
に
梅
雨
明
け

に
多
く
起
こ
り
、
例
年
各
地
で
河
川

の
決
壊
等
に
よ
る
水
害
、
崖
く
ず
れ
、

地
す
べ
り
等
の
被
害
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。

　
集
中
豪
雨
は
①
狭
い
土
地
に
②
わ

ず
か
の
時
間
内
に
③
多
量
の
雨
が
降

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
こ
の
集
中
豪
雨
の
予
報
は
、
台
風

の
予
報
よ
り
、
は
る
か
に
む
ず
か
し

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
い
雨
雲
と
雷
は
集
中
豪
雨
の
前

ぶ
れ
と
も
い
わ
れ
、
集
中
豪
雨
は
二

～
一
．
一
時
間
位
の
周
期
で
強
弱
が
く
り

返
さ
れ
ま
す
．

　
集
中
豪
雨
の
場
合
は
、
水
害
の
ほ

か
特
に
注
意
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

も
の
は
、
地
す
べ
り
、
土
砂
く
ず
れ

等
で
す
。

　
雨
の
降
り
方
に
お
互
い
が
十
分
注

意
し
、
被
害
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
よ

地
盤
（
地
形
）
を
知
る

　
ガ
ケ
下
な
ど
の
家
は
、
雨
が
や
ん

だ
か
ら
と
い
っ
■
て
安
心
で
き
ま
せ
ん
．

　
集
中
豪
雨
の
二
～
三
時
間
後
が
土

砂
く
ず
れ
の
ピ
ー
ク
で
す
。
小
さ
な

沢
も
大
き
な
土
石
流
の
通
路
と
な
り
、

集
中
豪
雨
の
時
は
、
沢
の
出
口
が
最

も
危
険
で
す
。
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，
璽
、
ー
，
、
．
ー
　
　
一

　
　
　
　
乾
誤
ー
－
　
　
　
浅
と
、
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
‘

一　
　
　
　
圃
．
娼
躍

■
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心

　
　
リ

　
　
ミ
ヤ

砂
／
ζ

　
　
円

　
　
～

　
　
5

　
　
に

　
　
間

ど
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
一

絆
薯

　
ま
た
、
地
す
べ
り
は
、
雨
の
や
ん

だ
後
二
～
三
日
後
に
発
生
す
る
こ
と

が
多
く
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
兆
候
が
あ

っ
た
時
は
す
ぐ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
．

　
兆
候

　
口
井
戸
水
・
湧
水
な
ど
が
急
に
か

れ
る
ロ
水
田
の
水
保
ち
が
急
に
悪
く

な
る
ロ
急
傾
斜
地
面
に
亀
裂
が
生
ず

る
ロ
地
鳴
り
、
家
鳴
り
が
す
る
□
山

肌
の
岩
石
が
ボ
ロ
ボ
ロ
崩
れ
落
ち
る
．

家
庭
で
注
意
し
た
い
七
ヵ
条

●
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報
を

よ
く
聴
こ
う
。

●
異
常
を
発
見
し
た
ら
た
だ
ち
に
市

役
所
、
警
察
署
、
消
防
署
に
。

●
避
難
の
場
所
、
経
路
は
、
日
頃
か

ら
家
族
全
員
で
話
し
合
い
、
よ
く
知

っ
て
お
こ
う
。

●
避
難
の
指
示
に
は
た
だ
ち
に
従
お

う
。
（
指
示
が
な
く
て
も
危
険
を
感
じ

た
ら
早
目
に
避
難
を
）

G
簸
，
懇
ろ
し
い
ガ
ケ
崩
れ
を
防
ぐ

3
鯵

　
0
ガ
ケ
下
を
閉
っ
た
り
、
写
ケ
の
上

朗
　
　
　
に
土
を
盛
る
な
ど
ガ
ケ
に
手
を
加

a
　
　
え
な
い
。

鳩
　
ロ
水
を
た
れ
流
し
に
し
た
り
、
ガ
ケ

穏
　
　
の
上
に
、
池
を
つ
く
っ
た
り
し
な

認

　
　
い
。

9　
ロ
ガ
ケ
や
擁
壁
の
方
に
爾
水
を
流
さ

6　
　
な
い
凄

3　
口
撫
壁
の
増
積
み
や
、
盛
土
を
し
な

　
　
い
。

量雨降とれずくけが㎜
偏
3
0
2
。
　
・0
　
6
。
融
2 。

　
　
降
雨
貴
　
　
崖
崩
れ
件
数

●
避
難
先
で
は
責
任
者
の
指
示
に
従

い
、
帰
宅
の
指
示
が
出
る
ま
で
は
勝

手
に
帰
ら
な
い
よ
う
に
．

●
避
難
す
る
と
き
は
、
ガ
ス
の
元
せ

ん
、
電
気
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、
火

の
元
に
は
特
に
注
意
。

●
台
風
の
東
側
に
入
る
と
き
は
家
の

南
側
を
、
西
側
に
入
る
と
き
は
、
家

の
北
側
を
特
に
補
強
し
よ
う
。

災害の関係
“

　
鳶
r

ヤ
　
　
　
　
　
ペ

、
　
　
9

　
　
　
㌧

　
　
へ

】

、
亀

、
1
．
．

●
●

．
●
●

調

翌
◎
ご

曾i　　・㌦黒
轟とる。

　醐　1

雨
が
ト
タ
ン
屋
根
を
打
つ
音
が

聞
こ
え
、
あ
ち
こ
ち
に
水
た
ま

り
が
で
き
る
。

1時間に10～20ミリ

地
面
一
面
に
水
た
ま
り
が
で
き

雨
の
音
で
話
し
も
よ
く
聞
こ
え

な
い
（
警
戒
が
必
要
）

i蹴鐵嵐島

　イー．｝グノ臣、》．
　　　1時問に20～30ミリ

麟
　

ど
し
ゃ
降
り
の
状
態
で
下
水
が

あ
ふ
れ
出
し
、
小
さ
な
川
は
、

は
ん
ら
ん
す
る
（
ガ
ケ
く
ず
れ

の
お
そ
れ
あ
り
）

1時問30ミリ以上

バ
ケ
ツ
を
ひ
っ
く
り
か
え
し
た

よ
う
な
降
り
方
（
危
険
）

年
金
の
免
除
手
続
き
は

　
　
　
　
　
お
早
目
に
ー

　
た
だ
い
ま
、
昭
和
五
十
二
年
度
分

（
昭
和
五
十
二
年
四
月
か
ら
五
十
三
年

三
月
ま
で
）
の
国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
申
請
を
受
け
付
け
中
で
す
。

　
国
民
年
金
は
、
社
会
保
険
制
度
で

す
が
ら
、
き
め
ら
れ
た
保
険
．
料
を
納

め
て
い
な
い
と
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
年
金
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
納
め
ら
れ
な
い

も
の
は
仕
方
が
な
い
と
あ
き
ら
め
な

い
で
く
だ
さ
い
。
そ
う
い
う
人
の
た

め
に
保
険
料
の
免
除
と
い
う
制
度
が

あ
り
ま
す
。

①
失
業
し
て
所
得
が
な
い
　
②
火
災

や
風
水
害
な
ど
に
あ
い
被
害
を
受
け

た
　
③
家
計
が
苦
し
い
　
な
ど
の
理

由
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し

い
と
認
め
ら
れ
る
人
は
、
七
月
二
十

日
ま
で
に
市
役
所
市
民
課
国
民
年
金

係
窓
ロ
ヘ
免
除
の
申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
免
除
の
手
続
き
な
ど
、
く
わ
し
い

こ
と
は
市
役
所
市
民
課
国
民
年
金
係

へ
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（第3種郵便物認可）昭和52年7月10日と・」『ゴ『93（3）

幼
児
を
水
の
事
故
か
ら
守
ろ
う

　
例
年
夏
期
を
迎
え
る
と
、
幼
児
を

中
心
に
水
の
事
故
に
よ
る
犠
牲
者
が

多
く
な
り
ま
す
。

　
夏
期
に
特
に
多
い
幼
児
や
小
学
生

達
の
水
遊
び
、
魚
と
り
な
ど
に
よ
る

事
故
を
な
く
す
た
め
、
特
に
つ
ぎ
の

こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
▽
幼
児
の
水
死
事
故
は
、
監
護
に

あ
た
る
人
が
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た

す
き
に
起
き
て
い
ま
す
。
幼
児
の
一

人
遊
び
や
、
幼
児
が
仲
間
と
遊
ん
で

い
る
と
き
で
も
、
幼
児
か
ら
目
を
離

さ
な
い
。

　
▽
幼
児
な
ど
が
水
遊
び
や
魚
と
り

に
行
く
と
き
は
、
保
護
者
や
信
頼
で

き
る
お
と
な
が
必
ず
同
行
し
、
現
場

で
も
こ
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
危
険

な
場
所
へ
は
決
し
て
近
づ
け
な
い
。

　
▽
お
と
な
の
方
も
、
現
場
で
こ
ど

も
が
危
険
な
遊
び
を
し
て
い
る
の
を

見
か
け
た
と
き
は
、
進
ん
で
ひ
と
声

か
け
て
や
め
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。

　
▽
幼
児
の
遊
び
友
だ
ち
の
母
親
と

は
す
ぐ
に
連
絡
が
と
れ
る
よ
う
に
し

て
お
く
。

　
▽
近
く
に
危
険
な
場
所
が
あ
る
と

き
は
、
隣
近
所
が
相
談
し
て
、
早
く

サ
ク
や
フ
タ
な
ど
を
と
り
つ
け
る
よ

う
に
す
る
。

　
▽
家
の
周
囲
の
危
険
ヵ
所
の
点
検

を
行
い
、
幼
児
が
危
険
な
場
所
に
近

づ
か
な
い
、
近
づ
け
さ
せ
な
い
よ
う

家
庭
の
監
視
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
信
濃
川
ダ
ム
の
放
流
に

　
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
信
濃
川
で
水
遊
び
や
魚
つ
り
を
し

て
い
て
毎
年
水
死
事
故
等
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
危
険
ヵ
所
に
は
柵
、
立
札
等
を
設

置
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
つ
ぎ
の
場

合
は
サ
イ
レ
ン
や
ス
ピ
ー
カ
ー
を
鳴

ら
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
退
避
し
て

く
だ
さ
い
。

　
●
降
雨
に
よ
る
増
水
で
ダ
ム
か
ら

放
流
す
る
と
き
。

　
●
発
電
所
の
機
械
が
故
障
の
た
め

調
整
池
の
水
を
放
流
す
る
と
き
。

　
●
洪
水
の
と
き
．

　
　
　
（
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
）

」
『
K
吋
輔
蝿
蝿
J
『
吋
輔
」
『
K

　
水
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
市
教
委
で

は
、
七
月
十
五
日
か
ら
つ
ぎ
の
と
お

市民プーノレは751厚から

繁

糞
・盗
　動轍伊
・斑照譲蝉繍幽

り
市
民
プ
ー
ル
を
開
設
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
開
設
期
間
　
七
月
十
五
日
～
八
月

三
十
一
日
、
午
前
九
時
～
午
後
八
時

ま
で
（
日
曜
は
午
後
七
時
ま
で
、
八

月
三
十
一
日
は
午
前
中
の
み
）

　
入
場
料
　
大
人
一
回
百
円
　
高
校

生
一
回
七
十
円
（
身
分
証
明
書
持
参

者
）
、
小
中
学
生
一
回
五
十
円
、
幼

児
一
回
三
十
円
。

　
そ
の
他
　
酒
気
お
び
の
人
、
皮
膚

病
そ
の
他
伝
染
病
患
者
、
保
護
者
の

伴
わ
な
い
幼
児
、
小
学
生
の
利
用
は

お
断
わ
り
し
ま
す
。
な
お
、
水
に
入

る
前
に
は
必
ず
準
備
運
動
を
し
、
水

泳
終
了
後
は
洗
眼
を
忘
れ
ず
に
。

53

年
度
訓
練
生
を
募
集
〃
”

募
集
定
員
　
繊
維
科
、
染
色
工
芸
科

デ
ザ
イ
ン
科
い
ず
れ
も
二
十
名
（
修

業
年
限
一
ヵ
年
）

応
募
資
格
　
高
卒
以
上
の
男
女
で
色

神
正
常
の
人

応
募
方
法
　
つ
ぎ
の
書
類
を
九
月
一

灘
　
環
境
課
は
、
二
係
十
三
名
で
、
次

の
仕
事
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

●
雪
害
公
害
係

①
気
象
観
測
及
び
雪
害
調
査
・
冬
期

保
安
要
員
の
確
保

②
公
害
に
つ
い
て
、
そ
の
防
止
及
び

発
生
源
の
調
査
・
指
導
や
、
公
害
問

題
に
つ
い
て
の
相
談
と
そ
の
処
理
、

公
害
防
止
施
設
へ
の
資
金
融
資

③
清
掃
及
び
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
の
監

視
と
指
導
、
共
同
下
水
溝
、
汚
水
溝

汚
水
だ
め
改
良
の
普
及

④
狂
犬
病
予
防
及
び
動
物
愛
護
、
鳥

獣
保
護

⑤
土
採
取
、
墓
地
の
届
出

⑥
公
園
管
理

⑦
食
品
衛
生
な
ど

●
交
通
安
全
係

①
交
通
安
全
に
関
す
る
対
策
の
企
画

及
び
指
導
と
教
育
。
交
通
安
全
施
設

の
整
備

②
駐
車
場
設
置
資
金
の
融
資

③
交
通
災
害
共
済
な
ど
。

　
仕
事
の
す
べ
て
が
市
民
生
活
に
直

接
関
係
あ
る
こ
と
が
ら
で
す
の
で
、

き
め
細
か
く
仕
事
を
す
す
め
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
が
、
ゴ
ミ
や
下
水
で

川
を
汚
し
た
り
、
無
謀
運
転
で
交
通

事
故
を
起
こ
し
た
り
、
と
い
う
よ
う

な
、
個
人
の
自
覚
に
待
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
面
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

き
れ
い
で
住
み
よ
い
街
に
す
る
た
め

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
開
発
環
境
課
長
）

I
I
、
1
聖
、
I
I
、
I
O
、
1
ー
馬
l
O
、
I
I
、
亀
謄
、
巳
1
、
曹
巳
、
O
口
、
ー
1
、
巴
臨
、
1
篭
、
畦
1
、
I
O
、
I
l
、
I
O
、
I
I
、
睦
畦
、
巳
1
、
I
O
、
I
I
、
1
ー
、
1
9
、
1
瞳
、
l
I
馬
己
ー
、
I
I
、
I
I
、
l
I
、
臼
1
、
O
O
、
l
O
、
－
1
隔
睦
巳
、
聖
睡
、
O
臨
、
聖
1
、
I
I
、
I
O
、
I
I
、
1
1
隔
I
I
、
臨
電
、
I
I
』

●
　　　　　　米価引上げに
　　　　　　　関する意見書を可決

　市議会第2回定例会は去る6月14日から20日

まで開かれ、11議案を原案可決し、請願12件を

採択しました。

　議決された主なものは、市道の認定に！）いて．

市国民健康保険条例の一部改正。市屋外体育施

設条例の一部改正。下水道事業管渠布設工事請

負契約の締結について。52年度市一般会計予算

の歳入歳出を3，342万円追加し、歳入歳出予算

総額を58億3，774万3千円とする市一般会計補

正予算などです。

　このほか、市公平委員会委員山本豪平氏の任

期満了に伴い、引き続き山本豪平氏を選任する

ことに同意しました。

　また、市議会発議案として「昭和52年米政府

買い入れ価格並びに農業経営発展の基本施策の

確立案に関する意見書」を農林大臣、食糧庁長

官等に提出することを可決しました。

中条地区が優勝
　　～地区体協対抗バレーボール大会

　市内5地区体協対抗バレーボール大会は、去

る6月19日（日）、市民体育館で開催されました。

この大会は、女性や一定の年令以上の選手を含

めた混成チームによる対抗戦で、熱戦のなか総

合でつぎの結果となりました。

　①中条地区チーム　②下条地区チーム　③川治地区チーム

　④吉田地区チーム　⑤水沢地区チーム

日
か
ら
十
月
二
十
日
ま
で
に
当
校
ま

た
は
職
業
安
定
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
　
（
新
卒
者
）
入
校
願
書
、
職

業
相
談
票
、
健
康
診
断
書
（
既
卒
者
）

入
校
願
書
、
成
績
証
明
書
、
健
康
診

断
書

入
校
選
考
　
（
期
日
）
十
月
二
十
八
日

（
場
所
）
＋
日
町
高
等
職
業
訓
練
校

（
科
目
）
現
代
国
語
・
数
学
1
と
面

接　
そ
の
他
詳
し
く
は
、
県
立
十
日
町

高
等
職
業
訓
練
校
へ
。

新
潟
県
警
察
官
を
募
集

　
今
秋
十
月
、
明
春
四
月
採
用
の
新

潟
県
警
察
官
A
（
大
学
卒
）
を
つ
ぎ

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員
　
A
特
別
試
験
（
約

二
十
人
）
A
試
験
（
約
三
十
人
）

受
付
期
限
　
七
月
二
十
五
日
ま
で

第
一
次
試
験
　
七
月
三
十
一
日
（
新

潟
中
央
、
東
署
）

第
二
次
試
験
　
九
月
中
旬
（
新
潟
市
）

受
験
資
格
　
ω
特
別
A
試
験
（
昭
和

五
十
二
年
十
月
採
用
）
　
昭
和
二
十

四
年
十
月
二
日
か
ら
昭
和
三
十
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
で
、

大
学
を
卒
業
（
短
大
を
除
く
）
し
た

者
、
ま
た
は
昭
和
五
十
二
年
九
月
三

十
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
．

ω
A
試
験
（
昭
和
五
十
三
年
四
月
採

用
）
　
昭
和
二
十
五
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
三
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
男
子
で
、
大
学
を
卒
業
（
短

大
を
除
く
）
し
た
者
。
ま
た
は
昭
和

五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
者
．

　
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
お
近
く

の
警
察
署
、
派
出
所
、
駐
在
所
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
十
日
町
警
察
署
）



筋
眺
℃

ぐ2）
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六
月
の
梅
雨
入
り
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
集
中
豪
雨
や
台
風
の

襲
来
な
ど
が
心
配
さ
れ
る
災
害
多
発
シ
ー
ズ
ン
と
い
え
ま
す
。

　
幸
い
十
目
町
地
方
で
は
、
最
近
あ
ま
り
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
市
内
に
は
危
険
ヵ
所
と
し
て
警
戒
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
も
、
地
す
べ
り
二
十
二
ヵ
所
、
中
小
河
川
は
ん

ら
ん
約
四
十
ヵ
所
、
た
め
池
等
約
四
十
三
ヵ
所
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
災
害
は
、
い
つ
、
ど
ん
な
か
た
ち
で
私
達
を
襲
っ
て
く
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
各
家
庭
で
も
万
全
の
予
防
対
策
を
た
て
、
災
害
シ

ー
ズ
ン
を
無
事
の
り
き
り
ま
し
ょ
う
。
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雨

　
集
中
豪
雨
は
、
お
も
に
梅
雨
明
け

に
多
く
起
こ
り
、
例
年
各
地
で
河
川

の
決
壊
等
に
よ
る
水
害
、
崖
く
ず
れ
、

地
す
べ
り
等
の
被
害
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。

　
集
中
豪
雨
は
①
狭
い
土
地
に
②
わ

ず
か
の
時
間
内
に
③
多
量
の
雨
が
降

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
こ
の
集
中
豪
雨
の
予
報
は
、
台
風

の
予
報
よ
り
、
は
る
か
に
む
ず
か
し

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
い
雨
雲
と
雷
は
集
中
豪
雨
の
前

ぶ
れ
と
も
い
わ
れ
、
集
中
豪
雨
は
二

～
一
．
一
時
間
位
の
周
期
で
強
弱
が
く
り

返
さ
れ
ま
す
．

　
集
中
豪
雨
の
場
合
は
、
水
害
の
ほ

か
特
に
注
意
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

も
の
は
、
地
す
べ
り
、
土
砂
く
ず
れ

等
で
す
。

　
雨
の
降
り
方
に
お
互
い
が
十
分
注

意
し
、
被
害
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
よ

地
盤
（
地
形
）
を
知
る

　
ガ
ケ
下
な
ど
の
家
は
、
雨
が
や
ん

だ
か
ら
と
い
っ
■
て
安
心
で
き
ま
せ
ん
．

　
集
中
豪
雨
の
二
～
三
時
間
後
が
土

砂
く
ず
れ
の
ピ
ー
ク
で
す
。
小
さ
な

沢
も
大
き
な
土
石
流
の
通
路
と
な
り
、

集
中
豪
雨
の
時
は
、
沢
の
出
口
が
最

も
危
険
で
す
。

　
　
　
　
　
ー
1
ー
ミ
，
，
璽
、
ー
，
、
．
ー
　
　
一

　
　
　
　
乾
誤
ー
－
　
　
　
浅
と
、
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
‘

一　
　
　
　
圃
．
娼
躍

■
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心

　
　
リ

　
　
ミ
ヤ

砂
／
ζ

　
　
円

　
　
～

　
　
5

　
　
に

　
　
間

ど
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
一

絆
薯

　
ま
た
、
地
す
べ
り
は
、
雨
の
や
ん

だ
後
二
～
三
日
後
に
発
生
す
る
こ
と

が
多
く
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
兆
候
が
あ

っ
た
時
は
す
ぐ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
．

　
兆
候

　
口
井
戸
水
・
湧
水
な
ど
が
急
に
か

れ
る
ロ
水
田
の
水
保
ち
が
急
に
悪
く

な
る
ロ
急
傾
斜
地
面
に
亀
裂
が
生
ず

る
ロ
地
鳴
り
、
家
鳴
り
が
す
る
□
山

肌
の
岩
石
が
ボ
ロ
ボ
ロ
崩
れ
落
ち
る
．

家
庭
で
注
意
し
た
い
七
ヵ
条

●
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報
を

よ
く
聴
こ
う
。

●
異
常
を
発
見
し
た
ら
た
だ
ち
に
市

役
所
、
警
察
署
、
消
防
署
に
。

●
避
難
の
場
所
、
経
路
は
、
日
頃
か

ら
家
族
全
員
で
話
し
合
い
、
よ
く
知

っ
て
お
こ
う
。

●
避
難
の
指
示
に
は
た
だ
ち
に
従
お

う
。
（
指
示
が
な
く
て
も
危
険
を
感
じ

た
ら
早
目
に
避
難
を
）

G
簸
，
懇
ろ
し
い
ガ
ケ
崩
れ
を
防
ぐ

3
鯵

　
0
ガ
ケ
下
を
閉
っ
た
り
、
写
ケ
の
上

朗
　
　
　
に
土
を
盛
る
な
ど
ガ
ケ
に
手
を
加

a
　
　
え
な
い
。

鳩
　
ロ
水
を
た
れ
流
し
に
し
た
り
、
ガ
ケ

穏
　
　
の
上
に
、
池
を
つ
く
っ
た
り
し
な

認

　
　
い
。

9　
ロ
ガ
ケ
や
擁
壁
の
方
に
爾
水
を
流
さ

6　
　
な
い
凄

3　
口
撫
壁
の
増
積
み
や
、
盛
土
を
し
な

　
　
い
。

量雨降とれずくけが㎜
偏
3
0
2
。
　
・0
　
6
。
融
2 。

　
　
降
雨
貴
　
　
崖
崩
れ
件
数

●
避
難
先
で
は
責
任
者
の
指
示
に
従

い
、
帰
宅
の
指
示
が
出
る
ま
で
は
勝

手
に
帰
ら
な
い
よ
う
に
．

●
避
難
す
る
と
き
は
、
ガ
ス
の
元
せ

ん
、
電
気
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、
火

の
元
に
は
特
に
注
意
。

●
台
風
の
東
側
に
入
る
と
き
は
家
の

南
側
を
、
西
側
に
入
る
と
き
は
、
家

の
北
側
を
特
に
補
強
し
よ
う
。

災害の関係
“

　
鳶
r

ヤ
　
　
　
　
　
ペ

、
　
　
9

　
　
　
㌧

　
　
へ

】

、
亀

、
1
．
．

●
●

．
●
●

調

翌
◎
ご

曾i　　・㌦黒
轟とる。

　醐　1

雨
が
ト
タ
ン
屋
根
を
打
つ
音
が

聞
こ
え
、
あ
ち
こ
ち
に
水
た
ま

り
が
で
き
る
。

1時間に10～20ミリ

地
面
一
面
に
水
た
ま
り
が
で
き

雨
の
音
で
話
し
も
よ
く
聞
こ
え

な
い
（
警
戒
が
必
要
）

i蹴鐵嵐島

　イー．｝グノ臣、》．
　　　1時問に20～30ミリ

麟
　

ど
し
ゃ
降
り
の
状
態
で
下
水
が

あ
ふ
れ
出
し
、
小
さ
な
川
は
、

は
ん
ら
ん
す
る
（
ガ
ケ
く
ず
れ

の
お
そ
れ
あ
り
）

1時問30ミリ以上

バ
ケ
ツ
を
ひ
っ
く
り
か
え
し
た

よ
う
な
降
り
方
（
危
険
）

年
金
の
免
除
手
続
き
は

　
　
　
　
　
お
早
目
に
ー

　
た
だ
い
ま
、
昭
和
五
十
二
年
度
分

（
昭
和
五
十
二
年
四
月
か
ら
五
十
三
年

三
月
ま
で
）
の
国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
申
請
を
受
け
付
け
中
で
す
。

　
国
民
年
金
は
、
社
会
保
険
制
度
で

す
が
ら
、
き
め
ら
れ
た
保
険
．
料
を
納

め
て
い
な
い
と
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
年
金
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
納
め
ら
れ
な
い

も
の
は
仕
方
が
な
い
と
あ
き
ら
め
な

い
で
く
だ
さ
い
。
そ
う
い
う
人
の
た

め
に
保
険
料
の
免
除
と
い
う
制
度
が

あ
り
ま
す
。

①
失
業
し
て
所
得
が
な
い
　
②
火
災

や
風
水
害
な
ど
に
あ
い
被
害
を
受
け

た
　
③
家
計
が
苦
し
い
　
な
ど
の
理

由
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し

い
と
認
め
ら
れ
る
人
は
、
七
月
二
十

日
ま
で
に
市
役
所
市
民
課
国
民
年
金

係
窓
ロ
ヘ
免
除
の
申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
免
除
の
手
続
き
な
ど
、
く
わ
し
い

こ
と
は
市
役
所
市
民
課
国
民
年
金
係

へ
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（第3種郵便物認可）昭和52年7月10日と・」『ゴ『93（3）

幼
児
を
水
の
事
故
か
ら
守
ろ
う

　
例
年
夏
期
を
迎
え
る
と
、
幼
児
を

中
心
に
水
の
事
故
に
よ
る
犠
牲
者
が

多
く
な
り
ま
す
。

　
夏
期
に
特
に
多
い
幼
児
や
小
学
生

達
の
水
遊
び
、
魚
と
り
な
ど
に
よ
る

事
故
を
な
く
す
た
め
、
特
に
つ
ぎ
の

こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
▽
幼
児
の
水
死
事
故
は
、
監
護
に

あ
た
る
人
が
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た

す
き
に
起
き
て
い
ま
す
。
幼
児
の
一

人
遊
び
や
、
幼
児
が
仲
間
と
遊
ん
で

い
る
と
き
で
も
、
幼
児
か
ら
目
を
離

さ
な
い
。

　
▽
幼
児
な
ど
が
水
遊
び
や
魚
と
り

に
行
く
と
き
は
、
保
護
者
や
信
頼
で

き
る
お
と
な
が
必
ず
同
行
し
、
現
場

で
も
こ
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
危
険

な
場
所
へ
は
決
し
て
近
づ
け
な
い
。

　
▽
お
と
な
の
方
も
、
現
場
で
こ
ど

も
が
危
険
な
遊
び
を
し
て
い
る
の
を

見
か
け
た
と
き
は
、
進
ん
で
ひ
と
声

か
け
て
や
め
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。

　
▽
幼
児
の
遊
び
友
だ
ち
の
母
親
と

は
す
ぐ
に
連
絡
が
と
れ
る
よ
う
に
し

て
お
く
。

　
▽
近
く
に
危
険
な
場
所
が
あ
る
と

き
は
、
隣
近
所
が
相
談
し
て
、
早
く

サ
ク
や
フ
タ
な
ど
を
と
り
つ
け
る
よ

う
に
す
る
。

　
▽
家
の
周
囲
の
危
険
ヵ
所
の
点
検

を
行
い
、
幼
児
が
危
険
な
場
所
に
近

づ
か
な
い
、
近
づ
け
さ
せ
な
い
よ
う

家
庭
の
監
視
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
信
濃
川
ダ
ム
の
放
流
に

　
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
信
濃
川
で
水
遊
び
や
魚
つ
り
を
し

て
い
て
毎
年
水
死
事
故
等
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
危
険
ヵ
所
に
は
柵
、
立
札
等
を
設

置
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
つ
ぎ
の
場

合
は
サ
イ
レ
ン
や
ス
ピ
ー
カ
ー
を
鳴

ら
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
退
避
し
て

く
だ
さ
い
。

　
●
降
雨
に
よ
る
増
水
で
ダ
ム
か
ら

放
流
す
る
と
き
。

　
●
発
電
所
の
機
械
が
故
障
の
た
め

調
整
池
の
水
を
放
流
す
る
と
き
。

　
●
洪
水
の
と
き
．

　
　
　
（
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
）

」
『
K
吋
輔
蝿
蝿
J
『
吋
輔
」
『
K

　
水
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
市
教
委
で

は
、
七
月
十
五
日
か
ら
つ
ぎ
の
と
お

市民プーノレは751厚から

繁

糞
・盗
　動轍伊
・斑照譲蝉繍幽

り
市
民
プ
ー
ル
を
開
設
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
開
設
期
間
　
七
月
十
五
日
～
八
月

三
十
一
日
、
午
前
九
時
～
午
後
八
時

ま
で
（
日
曜
は
午
後
七
時
ま
で
、
八

月
三
十
一
日
は
午
前
中
の
み
）

　
入
場
料
　
大
人
一
回
百
円
　
高
校

生
一
回
七
十
円
（
身
分
証
明
書
持
参

者
）
、
小
中
学
生
一
回
五
十
円
、
幼

児
一
回
三
十
円
。

　
そ
の
他
　
酒
気
お
び
の
人
、
皮
膚

病
そ
の
他
伝
染
病
患
者
、
保
護
者
の

伴
わ
な
い
幼
児
、
小
学
生
の
利
用
は

お
断
わ
り
し
ま
す
。
な
お
、
水
に
入

る
前
に
は
必
ず
準
備
運
動
を
し
、
水

泳
終
了
後
は
洗
眼
を
忘
れ
ず
に
。

53

年
度
訓
練
生
を
募
集
〃
”

募
集
定
員
　
繊
維
科
、
染
色
工
芸
科

デ
ザ
イ
ン
科
い
ず
れ
も
二
十
名
（
修

業
年
限
一
ヵ
年
）

応
募
資
格
　
高
卒
以
上
の
男
女
で
色

神
正
常
の
人

応
募
方
法
　
つ
ぎ
の
書
類
を
九
月
一

灘
　
環
境
課
は
、
二
係
十
三
名
で
、
次

の
仕
事
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

●
雪
害
公
害
係

①
気
象
観
測
及
び
雪
害
調
査
・
冬
期

保
安
要
員
の
確
保

②
公
害
に
つ
い
て
、
そ
の
防
止
及
び

発
生
源
の
調
査
・
指
導
や
、
公
害
問

題
に
つ
い
て
の
相
談
と
そ
の
処
理
、

公
害
防
止
施
設
へ
の
資
金
融
資

③
清
掃
及
び
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
の
監

視
と
指
導
、
共
同
下
水
溝
、
汚
水
溝

汚
水
だ
め
改
良
の
普
及

④
狂
犬
病
予
防
及
び
動
物
愛
護
、
鳥

獣
保
護

⑤
土
採
取
、
墓
地
の
届
出

⑥
公
園
管
理

⑦
食
品
衛
生
な
ど

●
交
通
安
全
係

①
交
通
安
全
に
関
す
る
対
策
の
企
画

及
び
指
導
と
教
育
。
交
通
安
全
施
設

の
整
備

②
駐
車
場
設
置
資
金
の
融
資

③
交
通
災
害
共
済
な
ど
。

　
仕
事
の
す
べ
て
が
市
民
生
活
に
直

接
関
係
あ
る
こ
と
が
ら
で
す
の
で
、

き
め
細
か
く
仕
事
を
す
す
め
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
が
、
ゴ
ミ
や
下
水
で

川
を
汚
し
た
り
、
無
謀
運
転
で
交
通

事
故
を
起
こ
し
た
り
、
と
い
う
よ
う

な
、
個
人
の
自
覚
に
待
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
面
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

き
れ
い
で
住
み
よ
い
街
に
す
る
た
め

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
開
発
環
境
課
長
）

I
I
、
1
聖
、
I
I
、
I
O
、
1
ー
馬
l
O
、
I
I
、
亀
謄
、
巳
1
、
曹
巳
、
O
口
、
ー
1
、
巴
臨
、
1
篭
、
畦
1
、
I
O
、
I
l
、
I
O
、
I
I
、
睦
畦
、
巳
1
、
I
O
、
I
I
、
1
ー
、
1
9
、
1
瞳
、
l
I
馬
己
ー
、
I
I
、
I
I
、
l
I
、
臼
1
、
O
O
、
l
O
、
－
1
隔
睦
巳
、
聖
睡
、
O
臨
、
聖
1
、
I
I
、
I
O
、
I
I
、
1
1
隔
I
I
、
臨
電
、
I
I
』

●
　　　　　　米価引上げに
　　　　　　　関する意見書を可決

　市議会第2回定例会は去る6月14日から20日

まで開かれ、11議案を原案可決し、請願12件を

採択しました。

　議決された主なものは、市道の認定に！）いて．

市国民健康保険条例の一部改正。市屋外体育施

設条例の一部改正。下水道事業管渠布設工事請

負契約の締結について。52年度市一般会計予算

の歳入歳出を3，342万円追加し、歳入歳出予算

総額を58億3，774万3千円とする市一般会計補

正予算などです。

　このほか、市公平委員会委員山本豪平氏の任

期満了に伴い、引き続き山本豪平氏を選任する

ことに同意しました。

　また、市議会発議案として「昭和52年米政府

買い入れ価格並びに農業経営発展の基本施策の

確立案に関する意見書」を農林大臣、食糧庁長

官等に提出することを可決しました。

中条地区が優勝
　　～地区体協対抗バレーボール大会

　市内5地区体協対抗バレーボール大会は、去

る6月19日（日）、市民体育館で開催されました。

この大会は、女性や一定の年令以上の選手を含

めた混成チームによる対抗戦で、熱戦のなか総

合でつぎの結果となりました。

　①中条地区チーム　②下条地区チーム　③川治地区チーム

　④吉田地区チーム　⑤水沢地区チーム

日
か
ら
十
月
二
十
日
ま
で
に
当
校
ま

た
は
職
業
安
定
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
　
（
新
卒
者
）
入
校
願
書
、
職

業
相
談
票
、
健
康
診
断
書
（
既
卒
者
）

入
校
願
書
、
成
績
証
明
書
、
健
康
診

断
書

入
校
選
考
　
（
期
日
）
十
月
二
十
八
日

（
場
所
）
＋
日
町
高
等
職
業
訓
練
校

（
科
目
）
現
代
国
語
・
数
学
1
と
面

接　
そ
の
他
詳
し
く
は
、
県
立
十
日
町

高
等
職
業
訓
練
校
へ
。

新
潟
県
警
察
官
を
募
集

　
今
秋
十
月
、
明
春
四
月
採
用
の
新

潟
県
警
察
官
A
（
大
学
卒
）
を
つ
ぎ

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員
　
A
特
別
試
験
（
約

二
十
人
）
A
試
験
（
約
三
十
人
）

受
付
期
限
　
七
月
二
十
五
日
ま
で

第
一
次
試
験
　
七
月
三
十
一
日
（
新

潟
中
央
、
東
署
）

第
二
次
試
験
　
九
月
中
旬
（
新
潟
市
）

受
験
資
格
　
ω
特
別
A
試
験
（
昭
和

五
十
二
年
十
月
採
用
）
　
昭
和
二
十

四
年
十
月
二
日
か
ら
昭
和
三
十
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
で
、

大
学
を
卒
業
（
短
大
を
除
く
）
し
た

者
、
ま
た
は
昭
和
五
十
二
年
九
月
三

十
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
．

ω
A
試
験
（
昭
和
五
十
三
年
四
月
採

用
）
　
昭
和
二
十
五
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
三
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
男
子
で
、
大
学
を
卒
業
（
短

大
を
除
く
）
し
た
者
。
ま
た
は
昭
和

五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
者
．

　
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
お
近
く

の
警
察
署
、
派
出
所
、
駐
在
所
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
十
日
町
警
察
署
）



博
帖
℃

（4）
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ひとりひとりの
　　　　心をつなぐ・

　りみんなの六箇地区公民章

公民館では「六箇は一つ」を、目標に活動

しています。そのうちの主なもののいくつか

を、ご紹介します。

　四　旧㎜
…
…
…
言
…
…
一
…
…
…
…
…
…
印
…
…
…
…
…
…
一
＝
…
…
…
…
…
一
…
…
…
…
…
…
一

　　巡回家庭教育講座

◆ところ　中村・山谷・麻畑

　　　　船坂・塩ノ又

◆回数　　各会場とも2回づ一）

子どもや家庭のことを、講師の話

を中心に、みんなで考える．

柵m

器
≡
…
蔀
藝
韮
垂
嚢
藝
肇
釜
蓋
茎
…
一
…
…
…
…
一
…
…
一
一
…
…
…
…
…
一
一
…
雛

こ
ん
な
事
業
が
あ
り
ま
す

◆
青
年
研
修
会
（
八
月
　
ニ
ッ
屋
）

　
　
　
青
年
団
を
考
え
る
。

◆
麻
畑
活
花
教
室
（
毎
月
二
回
）

　
　
　
講
師
　
滝
沢
正
吉
先
生

◆
老
人
講
座
（
四
回
）

　
　
　
老
人
と
生
き
が
い

◆
巡
回
映
画
会
　
　
八
月

◆
地
区
文
化
祭
　
　
十
一
月

◆
六
箇
の
歴
史
を
聞
く
会

◆
田
麦
春
を
呼
ぶ
つ
ど
い
（
三
月
）

（
写
真
は
「
第
三
回
田
麦
春
を
呼
ぶ
つ

ど
い
」
の
ス
ナ
ッ
プ
）

”
騨
…
…
肇
…
毒
一
…
…
§
…
…
3
…
一
…
…
…
…
…
鞘
…
…
…
…
…
…
曹
…
…
…
膚
善
…
天

◆と　き　8月17目・夜

◆ところ　六箇小学校グラウンド

◆おどり　三階節～新民踊

おとしよりも、子ども達も、みん

なで楽しい一晩を。

窃
§
釜
…
…
§
…
…
…
§
…
…
薗
…
…
§
§
…
§
…
…
…
…
…
曹
§
…
…
…
…
…
…
…
一
…

㎜＝コlmlIII闘ll””醐1哺川聾柵1剛1”腸1”II

紹
…
…
…
…
…
一
…
…
…
…
…
…
一
…
…
…
…
…
…
一
葦
…
…
…
毒
…
…
…
…
…
一
曹
≡
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～お母さん達のべんきょう～

料理教室

＊毎月1回午前

＊地区公民館

＊酒井　環先生

＊料理実習

田麦婦人学級

＊毎月1回　夜

＊田麦部落公民館

＊「ごったく」を

　考える。
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謙
…
§
蓑
＝
…
毒
嚢
…
…
…
3
…
…
監
…
…
…
一
…
…
扁
＝
…
罰

施
設
罐
罫
せ
ん
㌔
魯

　
市
で
は
、
市
の
現
状
、
市
の
し
ご

と
の
実
態
な
ど
を
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
実
際
に
目
で
見
、
耳
で
聴
い
て

い
た
だ
く
施
設
見
学
会
を
つ
ぎ
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
市
の
行
政
施
設
な
ど

を
見
学
し
て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で

考
え
、
み
ん
な
で
住
み
よ
い
明
る
い

十
日
町
市
に
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
実
施
期
間
　
七
月
中
旬
か
ら
九
月

　
　
中
旬
ま
で
の
希
望
の
日
（
土
・

　
　
日
曜
日
を
除
く
）

　
対
象
者
市
の
マ
イ
ク
・
バ
ス
を

　
　
使
用
し
ま
す
の
で
二
十
名
位
の

　
　
グ
ル
ー
プ
、
団
体
と
し
ま
す
。

　
一
般
見
学
コ
ー
ス
　
衛
生
セ
ン
タ

　
　
ー
、
信
濃
川
運
動
公
園
、
卸
売

　
　
　
　
は
芸
旬
ま
催
　
　
回

　
　
　
　
で
民
中
旬
開
　
　
3

　
　
　
　
館
市
月
上
に
　
　
第

　
　
　
　
民
も
ー
o
月
間
　
。
で

　
　
　
　
公
度
を
n
期
す
年

　
　
　
　
市
年
祭
ら
の

　
　
　
　
　
　
今
能
か
で
し

市民芸能祭参加団体募集

　
市
場
、
織
物
工
場
団
地
、
広
域

　
消
防
庁
舎
、
上
越
国
際
カ
ン
ト

　
リ
ー
ク
ラ
ブ
十
日
町
ゴ
ル
フ
場
、

　
細
尾
ホ
ッ
プ
園
、
川
治
地
区
公

　
民
館
な
ど
。

携
行
す
る
も
の
　
昼
食

申
し
込
み
　
参
加
を
希
望
さ
れ
る

団
体
等
は
、
市
役
所
企
画
財
政

課
企
画
広
報
係
（
8
七
－
三
一

二
番
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
見
学
コ
ー
ス
は
一
般

的
な
も
の
を
し
め
し
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
か
見
学
希
望
ヵ
所
が
あ

る
場
合
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

防
火
ポ
ス
タ
ー

デ
ザ
イ
ン
募
集

　　　　　　　　　　　　　　　市公民館では錘
　　　　　　　　　　　　　　今年度も市民芸呂
　　　　　　　　　　　　　　能祭を、。月中扇
　　　　　　　　　　　　　　力、ρ、、、月上旬㍊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　B
　　　　　　　　　　　　　　での期間に開燭

　　　　　　　　　　　　　　　します・　　呂

　　　　　　　　　　　　　　　今年で第3回錘
　　　　　　　　　　　　　　　を迎えるこび）市拝

々高まつて、、る文イヒ的気運を、さら鷺鵜凝1

め公民館ホー，レを無料で提供し、芸能団体、グ，レ讃

プの日常活動の成果を広く市民のみなさんカ、ρ．理粛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　拝
していただくことをねらいとしています・　　錘
　対象は・音楽・演劇・民踊（謡）など公民館ホールで鐸

発表のできるアマチュアの団体、グループとします。縫

◎申し込みは、7月20日までに市公民館（盈7－5011縫

諭へ．　　　　　　　　　　　　　鐸

　
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
秋
の

全
国
火
災
予
防
運
動
に
協
力
し
て
広

く
一
般
の
防
火
思
想
高
揚
の
た
め
、

つ
ぎ
の
と
お
り
防
火
ポ
ス
タ
；
の
デ

ザ
イ
ン
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
．

　
作
品
規
格
　
①
大
き
さ
…
B
2
版

（
タ
テ
約
7
3
㎝
・
ヨ
コ
約
52
㎝
）
タ
テ

使
用
の
パ
ネ
ル
張
り
②
色
数
…
紙
の

白
地
を
除
い
た
四
色
で
、
ポ
ス
タ
ー
．

カ
ラ
ー
仕
上
げ
と
し
、
四
色
で
合
成

さ
れ
た
色
は
何
色
で
も
可
。
た
だ
し

色
用
紙
を
使
用
し
た
場
合
は
一
色
と

し
て
取
り
扱
う
③
記
入
文
字
：
④
（
標

語
）
使
う
火
を
消
す
ま
で
離
す
な
目
と

心
＠
自
治
省
消
防
庁
、
日
本
損
害
保

険
協
会
④
写
真
利
用
の
作
品
も
句
。

　
記
載
事
項
　
応
募
作
品
の
パ
ネ
ル

裏
面
に
住
所
・
氏
名
・
年
令
・
性
別

職
業
・
電
話
番
号
お
よ
び
作
品
の
簡

単
な
説
明
を
記
入
の
こ
と
。

　
締
切
　
昭
和
五
十
二
年
八
月
十
二

日
必
着
の
こ
と
。

　
送
り
先
　
東
京
都
千
代
田
区
神
田

錦
町
一
ノ
九
ノ
一
（
〒
6
一
）
東
京
天

理
教
館
内
日
本
損
害
保
険
協
会
・
防

火
ポ
ス
タ
ー
係
8
（
〇
三
）
二
九
四
・

四
九
一
一
番

（第3種郵便物認可）昭和52年7月io日とお∬』露お

献
血
で
と
も
せ
愛
の
灯
・
命
の
灯

……献皿を終わり、立ち上った時の気分

は何ともいいようのない清々しいもので
した。大きな声で「私は今．献皿をして
きました」と叫びたい気持ち……今、赤
’い小さな楠犬皿手帳”を目の前にして。

本当によいことをしたという喜びで一杯
です。

……今までの私のように．ただおそろし
いもの、こわいものと思裁繭おられる万

が多いのではない論陽・　覗

』　　　　　　　　　　一 k血額猛記翫り一

6）

献血の手順

⇒

　
七
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の

一
ヵ
月
間
は
、
「
愛
の
血
液
助
け
合

い
運
動
」
が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
医
療
に
要
す
る
血

液
の
供
給
を
献
血
に
よ
り
確
保
す
る

体
制
を
確
立
し
、
わ
が
国
の
血
液
事

業
の
正
常
な
発
展
を
期
す
る
た
め
、

、
●

σ
V

一
●

何
●　o　●

ウ

筐体重測定δ

る

、

O
鴨

　
　
鵯血圧測定・問診

’採鹸

採血

広
く
国
民
各
層
の
間
に
献
血
思
想
を

普
及
徹
底
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
血
液
は
、
科
学
の
進
歩
し
た
今
日

に
お
い
て
も
、
な
お
人
工
的
に
作
り

出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
従
っ
て

輸
血
に
必
要
な
血
液
は
、
全
て
健
康

な
人
の
献
血
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
わ
け
で
す
。

　
最
近
の
わ
が
国
の
献
血
者
数
は
、

受付

．
ゼ

』

」』4』

献血できない方

昭
和
四
十
四
年
に
二
百
万
人
台
を
超

え
て
以
来
、
順
調
に
増
加
し
て
い
ま

す
が
、
医
療
需
要
の
面
か
ら
み
ま
す

と
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
す
。

　
特
に
、
毎
年
夏
季
の
七
月
は
献
血

者
が
減
少
し
、
血
液
が
不
足
が
ち
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
っ
た
な
し
の
病
気
や
、
不
時
の

災
害
、
事
故
に
ど
う
し
て
も
必
要
な

の
が
、
キ
レ
イ
な
血
液
で
す
。

　
た
く
さ
ん
の
病
め
る
人
が
、
け
が

人
が
今
あ
な
た
の
キ
レ
イ
な
愛
の
献

血
を
、
真
剣
に
求
め
て
い
ま
す
。

幽㌔

灘1鞍き
　子40㎏未満の方。

③過去1ヵ月以内に供血

体憩

鉄塩手幡等i鮒

献血車日程

　
館
　
院
　
社

　
分

　
　
　
　
　
　
　
会

　
田

　
井
　
　
　
式

　
大
　
病

館
　
　
株

　
民
　
　
　
物

晒
験
義
織

3
地
4
　
5
茂

月
条
月
　
　
月

8
中
8
中
8
根

レ
　
　
〉
　
　
レ

明日といわず今献血しましょう

手40㎏禾満の万・　　、
③過去1ヵ月以内に供血
　された方。

④最高血圧が100mm（水銀

　圧）以下の方。

⑤妊娠中の方、過去6ヵ月以
　内に妊娠されていた方。

⑥黄疽にかかったことのある方。

十日町市の献血状況

申込者数 採血者数

48年度まで 10，376人 8，621人

49年度 1，617 1，473

50年度 2，356 2，212

51年度 2，285 2，112

計 16，634 14，418

　
　
　
血
液
メ
モ

　
●
一
人
一
回
ど
の
位
採
血
す
る
の

　
で
す
か
？

　
　
一
人
一
回
二
百
、
、
、
リ
団
砂
と
き
め
ら

　
れ
て
い
ま
す
。

　
●
私
達
の
血
液
の
量
は
、
ど
の
位

一
　
普
通
成
年
者
の
場
合
、
体
重
の

一脚
ロ

「
じ

一
ロ

一
　

一
じ

一
じ

一
ロ

一
ロ

一
あ
り
ま
す
か
？

■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

τ
分
の
一
－
＋
三
分
の
一
程
鷹

τ
い
わ
れ
て
い
享
．
　
　
幡

　
●
二
百
ド
㍊
の
採
血
は
身
体
に
影
n

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

響
あ
り
ま
せ
ん
か
？
　
　
　
　
　
万

　
普
通
、
健
康
体
で
あ
れ
ば
全
然
⑯

　
影
響
あ
り
ま
せ
ん
・
赤
血
球
の
量
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
健

　
は
四
～
五
週
間
目
に
は
前
よ
り
も
保

　
か
え
っ
て
増
え
る
と
い
わ
れ
て
い
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
役

ま
す
．
　
　
　
　
　
　
市

　
●
採
血
し
て
す
ぐ
働
い
て
も
さ
レ

　
つ
か
え
な
い
で
し
ょ
う
か
？
酒
は

　
は
？
　
入
浴
は
？
　
こ
わ
く
な
い
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合

　
か
？
　
い
た
く
な
い
か
？
・
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
普
通
の
静
脈
注
射
程
度
の
い
た
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ζ
　
　
　
お

　
さ
は
や
む
を
え
ま
せ
ん
が
　
驚
く
の

　
程
の
い
た
さ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
又
決
し
て
こ
わ
い
も
の
で
は
な
く
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
献
血
後
特
に
安
静
を
考
え
る
必
要
こ

　
は
あ
り
ま
せ
ん
。
二
百
ミ
リ
回
”
程
度
血

　
の
採
血
で
あ
れ
ば
・
採
血
直
後
に
献

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
す
ぐ
普
通
の
作
業
を
行
っ
て
も
さ

　
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
酒
は
普
通
量
で
あ
れ
ば
さ
し
つ

　
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。
入
浴
は
も
ち

　
ろ
ん
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

　
●
血
液
の
保
存
は
ど
の
位
で
き
ま

　
す
か
。

　
　
保
存
血
液
は
、
四
度
～
六
度
の

　
恒
温
冷
蔵
庫
で
「
二
十
一
日
間
」

　
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
ロ

一
ロ

一
ロ

脚
■



博
帖
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ひとりひとりの
　　　　心をつなぐ・

　りみんなの六箇地区公民章

公民館では「六箇は一つ」を、目標に活動

しています。そのうちの主なもののいくつか

を、ご紹介します。

　四　旧㎜
…
…
…
言
…
…
一
…
…
…
…
…
…
印
…
…
…
…
…
…
一
＝
…
…
…
…
…
一
…
…
…
…
…
…
一

　　巡回家庭教育講座

◆ところ　中村・山谷・麻畑

　　　　船坂・塩ノ又

◆回数　　各会場とも2回づ一）

子どもや家庭のことを、講師の話

を中心に、みんなで考える．

柵m

器
≡
…
蔀
藝
韮
垂
嚢
藝
肇
釜
蓋
茎
…
一
…
…
…
…
一
…
…
一
一
…
…
…
…
…
一
一
…
雛

こ
ん
な
事
業
が
あ
り
ま
す

◆
青
年
研
修
会
（
八
月
　
ニ
ッ
屋
）

　
　
　
青
年
団
を
考
え
る
。

◆
麻
畑
活
花
教
室
（
毎
月
二
回
）

　
　
　
講
師
　
滝
沢
正
吉
先
生

◆
老
人
講
座
（
四
回
）

　
　
　
老
人
と
生
き
が
い

◆
巡
回
映
画
会
　
　
八
月

◆
地
区
文
化
祭
　
　
十
一
月

◆
六
箇
の
歴
史
を
聞
く
会

◆
田
麦
春
を
呼
ぶ
つ
ど
い
（
三
月
）

（
写
真
は
「
第
三
回
田
麦
春
を
呼
ぶ
つ

ど
い
」
の
ス
ナ
ッ
プ
）

”
騨
…
…
肇
…
毒
一
…
…
§
…
…
3
…
一
…
…
…
…
…
鞘
…
…
…
…
…
…
曹
…
…
…
膚
善
…
天

◆と　き　8月17目・夜

◆ところ　六箇小学校グラウンド

◆おどり　三階節～新民踊

おとしよりも、子ども達も、みん

なで楽しい一晩を。

窃
§
釜
…
…
§
…
…
…
§
…
…
薗
…
…
§
§
…
§
…
…
…
…
…
曹
§
…
…
…
…
…
…
…
一
…
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…
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…
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…
一
…
…
…
…
…
…
一
葦
…
…
…
毒
…
…
…
…
…
一
曹
≡
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～お母さん達のべんきょう～

料理教室

＊毎月1回午前

＊地区公民館

＊酒井　環先生

＊料理実習

田麦婦人学級

＊毎月1回　夜

＊田麦部落公民館

＊「ごったく」を

　考える。
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謙
…
§
蓑
＝
…
毒
嚢
…
…
…
3
…
…
監
…
…
…
一
…
…
扁
＝
…
罰

施
設
罐
罫
せ
ん
㌔
魯

　
市
で
は
、
市
の
現
状
、
市
の
し
ご

と
の
実
態
な
ど
を
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
実
際
に
目
で
見
、
耳
で
聴
い
て

い
た
だ
く
施
設
見
学
会
を
つ
ぎ
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
市
の
行
政
施
設
な
ど

を
見
学
し
て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で

考
え
、
み
ん
な
で
住
み
よ
い
明
る
い

十
日
町
市
に
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
実
施
期
間
　
七
月
中
旬
か
ら
九
月

　
　
中
旬
ま
で
の
希
望
の
日
（
土
・

　
　
日
曜
日
を
除
く
）

　
対
象
者
市
の
マ
イ
ク
・
バ
ス
を

　
　
使
用
し
ま
す
の
で
二
十
名
位
の

　
　
グ
ル
ー
プ
、
団
体
と
し
ま
す
。

　
一
般
見
学
コ
ー
ス
　
衛
生
セ
ン
タ

　
　
ー
、
信
濃
川
運
動
公
園
、
卸
売

　
　
　
　
は
芸
旬
ま
催
　
　
回

　
　
　
　
で
民
中
旬
開
　
　
3

　
　
　
　
館
市
月
上
に
　
　
第

　
　
　
　
民
も
ー
o
月
間
　
。
で

　
　
　
　
公
度
を
n
期
す
年

　
　
　
　
市
年
祭
ら
の

　
　
　
　
　
　
今
能
か
で
し

市民芸能祭参加団体募集

　
市
場
、
織
物
工
場
団
地
、
広
域

　
消
防
庁
舎
、
上
越
国
際
カ
ン
ト

　
リ
ー
ク
ラ
ブ
十
日
町
ゴ
ル
フ
場
、

　
細
尾
ホ
ッ
プ
園
、
川
治
地
区
公

　
民
館
な
ど
。

携
行
す
る
も
の
　
昼
食

申
し
込
み
　
参
加
を
希
望
さ
れ
る

団
体
等
は
、
市
役
所
企
画
財
政

課
企
画
広
報
係
（
8
七
－
三
一

二
番
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
見
学
コ
ー
ス
は
一
般

的
な
も
の
を
し
め
し
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
か
見
学
希
望
ヵ
所
が
あ

る
場
合
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

防
火
ポ
ス
タ
ー

デ
ザ
イ
ン
募
集

　　　　　　　　　　　　　　　市公民館では錘
　　　　　　　　　　　　　　今年度も市民芸呂
　　　　　　　　　　　　　　能祭を、。月中扇
　　　　　　　　　　　　　　力、ρ、、、月上旬㍊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　B
　　　　　　　　　　　　　　での期間に開燭

　　　　　　　　　　　　　　　します・　　呂

　　　　　　　　　　　　　　　今年で第3回錘
　　　　　　　　　　　　　　　を迎えるこび）市拝

々高まつて、、る文イヒ的気運を、さら鷺鵜凝1

め公民館ホー，レを無料で提供し、芸能団体、グ，レ讃

プの日常活動の成果を広く市民のみなさんカ、ρ．理粛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　拝
していただくことをねらいとしています・　　錘
　対象は・音楽・演劇・民踊（謡）など公民館ホールで鐸

発表のできるアマチュアの団体、グループとします。縫

◎申し込みは、7月20日までに市公民館（盈7－5011縫

諭へ．　　　　　　　　　　　　　鐸

　
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
秋
の

全
国
火
災
予
防
運
動
に
協
力
し
て
広

く
一
般
の
防
火
思
想
高
揚
の
た
め
、

つ
ぎ
の
と
お
り
防
火
ポ
ス
タ
；
の
デ

ザ
イ
ン
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
．

　
作
品
規
格
　
①
大
き
さ
…
B
2
版

（
タ
テ
約
7
3
㎝
・
ヨ
コ
約
52
㎝
）
タ
テ

使
用
の
パ
ネ
ル
張
り
②
色
数
…
紙
の

白
地
を
除
い
た
四
色
で
、
ポ
ス
タ
ー
．

カ
ラ
ー
仕
上
げ
と
し
、
四
色
で
合
成

さ
れ
た
色
は
何
色
で
も
可
。
た
だ
し

色
用
紙
を
使
用
し
た
場
合
は
一
色
と

し
て
取
り
扱
う
③
記
入
文
字
：
④
（
標

語
）
使
う
火
を
消
す
ま
で
離
す
な
目
と

心
＠
自
治
省
消
防
庁
、
日
本
損
害
保

険
協
会
④
写
真
利
用
の
作
品
も
句
。

　
記
載
事
項
　
応
募
作
品
の
パ
ネ
ル

裏
面
に
住
所
・
氏
名
・
年
令
・
性
別

職
業
・
電
話
番
号
お
よ
び
作
品
の
簡

単
な
説
明
を
記
入
の
こ
と
。

　
締
切
　
昭
和
五
十
二
年
八
月
十
二

日
必
着
の
こ
と
。

　
送
り
先
　
東
京
都
千
代
田
区
神
田

錦
町
一
ノ
九
ノ
一
（
〒
6
一
）
東
京
天

理
教
館
内
日
本
損
害
保
険
協
会
・
防

火
ポ
ス
タ
ー
係
8
（
〇
三
）
二
九
四
・

四
九
一
一
番
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献
血
で
と
も
せ
愛
の
灯
・
命
の
灯

……献皿を終わり、立ち上った時の気分

は何ともいいようのない清々しいもので
した。大きな声で「私は今．献皿をして
きました」と叫びたい気持ち……今、赤
’い小さな楠犬皿手帳”を目の前にして。

本当によいことをしたという喜びで一杯
です。

……今までの私のように．ただおそろし
いもの、こわいものと思裁繭おられる万

が多いのではない論陽・　覗

』　　　　　　　　　　一 k血額猛記翫り一

6）

献血の手順

⇒

　
七
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の

一
ヵ
月
間
は
、
「
愛
の
血
液
助
け
合

い
運
動
」
が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
医
療
に
要
す
る
血

液
の
供
給
を
献
血
に
よ
り
確
保
す
る

体
制
を
確
立
し
、
わ
が
国
の
血
液
事

業
の
正
常
な
発
展
を
期
す
る
た
め
、

、
●

σ
V

一
●

何
●　o　●

ウ

筐体重測定δ

る

、

O
鴨

　
　
鵯血圧測定・問診

’採鹸

採血

広
く
国
民
各
層
の
間
に
献
血
思
想
を

普
及
徹
底
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
血
液
は
、
科
学
の
進
歩
し
た
今
日

に
お
い
て
も
、
な
お
人
工
的
に
作
り

出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
従
っ
て

輸
血
に
必
要
な
血
液
は
、
全
て
健
康

な
人
の
献
血
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
わ
け
で
す
。

　
最
近
の
わ
が
国
の
献
血
者
数
は
、

受付

．
ゼ

』

」』4』

献血できない方

昭
和
四
十
四
年
に
二
百
万
人
台
を
超

え
て
以
来
、
順
調
に
増
加
し
て
い
ま

す
が
、
医
療
需
要
の
面
か
ら
み
ま
す

と
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
す
。

　
特
に
、
毎
年
夏
季
の
七
月
は
献
血

者
が
減
少
し
、
血
液
が
不
足
が
ち
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
っ
た
な
し
の
病
気
や
、
不
時
の

災
害
、
事
故
に
ど
う
し
て
も
必
要
な

の
が
、
キ
レ
イ
な
血
液
で
す
。

　
た
く
さ
ん
の
病
め
る
人
が
、
け
が

人
が
今
あ
な
た
の
キ
レ
イ
な
愛
の
献

血
を
、
真
剣
に
求
め
て
い
ま
す
。

幽㌔

灘1鞍き
　子40㎏未満の方。

③過去1ヵ月以内に供血

体憩

鉄塩手幡等i鮒

献血車日程

　
館
　
院
　
社

　
分

　
　
　
　
　
　
　
会

　
田

　
井
　
　
　
式

　
大
　
病

館
　
　
株

　
民
　
　
　
物

晒
験
義
織

3
地
4
　
5
茂

月
条
月
　
　
月

8
中
8
中
8
根

レ
　
　
〉
　
　
レ

明日といわず今献血しましょう

手40㎏禾満の万・　　、
③過去1ヵ月以内に供血
　された方。

④最高血圧が100mm（水銀

　圧）以下の方。

⑤妊娠中の方、過去6ヵ月以
　内に妊娠されていた方。

⑥黄疽にかかったことのある方。

十日町市の献血状況

申込者数 採血者数

48年度まで 10，376人 8，621人

49年度 1，617 1，473

50年度 2，356 2，212

51年度 2，285 2，112

計 16，634 14，418

　
　
　
血
液
メ
モ

　
●
一
人
一
回
ど
の
位
採
血
す
る
の

　
で
す
か
？

　
　
一
人
一
回
二
百
、
、
、
リ
団
砂
と
き
め
ら

　
れ
て
い
ま
す
。

　
●
私
達
の
血
液
の
量
は
、
ど
の
位

一
　
普
通
成
年
者
の
場
合
、
体
重
の
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程
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●
二
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の
採
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は
身
体
に
影
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万

　
普
通
、
健
康
体
で
あ
れ
ば
全
然
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影
響
あ
り
ま
せ
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・
赤
血
球
の
量
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
健

　
は
四
～
五
週
間
目
に
は
前
よ
り
も
保

　
か
え
っ
て
増
え
る
と
い
わ
れ
て
い
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
役

ま
す
．
　
　
　
　
　
　
市

　
●
採
血
し
て
す
ぐ
働
い
て
も
さ
レ

　
つ
か
え
な
い
で
し
ょ
う
か
？
酒
は

　
は
？
　
入
浴
は
？
　
こ
わ
く
な
い
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合

　
か
？
　
い
た
く
な
い
か
？
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し

　
　
普
通
の
静
脈
注
射
程
度
の
い
た
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ζ
　
　
　
お

　
さ
は
や
む
を
え
ま
せ
ん
が
　
驚
く
の

　
程
の
い
た
さ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
又
決
し
て
こ
わ
い
も
の
で
は
な
く
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
献
血
後
特
に
安
静
を
考
え
る
必
要
こ

　
は
あ
り
ま
せ
ん
。
二
百
ミ
リ
回
”
程
度
血

　
の
採
血
で
あ
れ
ば
・
採
血
直
後
に
献

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
す
ぐ
普
通
の
作
業
を
行
っ
て
も
さ

　
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
酒
は
普
通
量
で
あ
れ
ば
さ
し
つ

　
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。
入
浴
は
も
ち

　
ろ
ん
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

　
●
血
液
の
保
存
は
ど
の
位
で
き
ま

　
す
か
。

　
　
保
存
血
液
は
、
四
度
～
六
度
の

　
恒
温
冷
蔵
庫
で
「
二
十
一
日
間
」

　
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
ロ

一
ロ

一
ロ

脚
■



略
帖
℃

（6）

とお∬夢3（第3種郵便物認可）昭和52年7月10日

鞘
費
猪
1
5
名
が
消
費
物
資
の
試
し
買
い

　
市
及
び
県
計
量
検
定
所
は
、
計
量

思
想
普
及
推
進
強
化
月
間
の
行
事
と

し
て
、
去
る
六
月
二
十
．
』
日
、
商
工

会
議
所
で
、
消
費
者
代
表
十
五
名
を
，

招
き
、
消
費
物
資
の
試
し
買
い
を
行

い
ま
し
た
。

4
し
こ
い
消
費
者
⑯

も　
　
ト
マ
ト
と

　
　
　
　
そ
の
加
工
品

ジ
ト
W
肱
議
大
し
た

e
こ
と
は
あ
り
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

　
　
が
各
種
の
ビ
タ
ミ
ン

ら
寄
紛

⇔
雛
響
端

ぞ
汐
灸
鎌
⑲

　
こ
の
試
し
買
い
は
、
十
五
名
の
消

費
者
が
五
グ
ル
㌧
フ
に
分
か
れ
て
、

本
町
一
丁
、
．
∵
四
、
高
田
町
、
駅
通

り
の
小
売
店
で
買
い
求
め
た
食
肉
、

食
肉
加
工
品
、
魚
貝
類
加
工
品
、
菓

子
、
緑
茶
、
青
果
物
の
六
品
目
に
つ

い
て
県
計
量
検
定
所
員
立
ち
合
い
で
、

商
品
の
量
目
が
正
し
い
か
ど
う
か
検

定
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
検
定
結
果
で
は
、
試
し
買

い
五
十
三
品
の
う
ち
二
十
一
％
に
あ

た
る
十
一
品
が
量
目
超
過
、
八
％
に

あ
た
る
四
品
が
量
目
不
足
と
な
り
ま

し
た
。

　
検
定
後
、
業
界
代
表
十
名
を
含
め

た
座
談
会
も
行
わ
れ
、
活
発
な
感
想

意
見
等
が
話
さ
れ
ま
し
た
．

一
分
間
の
黙
と
う
に

　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
～
交
通
安
全
県
宣
言
記
念
日
～

　
例
年
七
月
十
日
と
さ
れ
て
い
る
交

通
安
全
県
宣
言
記
念
日
を
、
今
年
に

限
り
七
月
二
十
日
と
し
、
交
通
事
故

の
な
い
明
る
い
新
潟
県
づ
く
り
を
目

ざ
し
た
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
を
、
つ

ぎ
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
、
こ

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
■
七
月
二
十
日
は
、
各
事
業
所
、

関
係
機
関
、
団
体
の
積
極
的
な
参
加

に
よ
り
、
通
勤
通
学
時
に
街
頭
指
導

を
実
施
し
地
域
住
民
に
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
る
．

　
■
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
の
冥

福
を
祈
り
、
あ
わ
せ
て
交
通
事
故
防

止
の
自
覚
を
あ
ら
た
に
、
七
月
二
十

日
の
午
後
一
時
よ
り
、
県
下
い
っ
せ

い
に
一
分
間
の
黙
と
う
を
さ
さ
げ
る
。

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ

　
▽
上
村
良
平
（
土
市
第
三
）
　
一

万
五
百
三
十
円
　
▽
蕪
木
錬
一
郎

（
四
日
町
新
田
第
四
）
　
五
百
八
十
円

▽
小
林
賢
秀
（
川
原
町
）
　
十
万
円

▽
農
協
福
祉
会
館
　
五
千
百
二
円

▽
庭
野
宏
平
（
江
道
）
三
万
円
（
香

典
返
し
）
　
▽
地
方
卸
売
市
場
、
十

日
町
魚
市
場
　
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者

に
魚
料
理
サ
ー
ビ
ス
　
▽
組
ひ
も
の

会
　
老
人
い
こ
い
の
家
の
こ
た
つ
ぶ

と
ん
三
組
丸
洗
奉
仕

　
δ
し
！

戸
吻
函
を
p
5

　
5
ε
む
3
ε
k

　
出
し
Z
？
ー
と
－

球
き
き

’77婦人講座

　　つまりに生きる
　　　　　　おんなの歴史をさぐるノ

　今年は、私たちの身近にいる方で、ひたむきに生き
てこられた人などから、講座参加蓄がいろいろな話を
闘き出し、この複雑化した社会の中で生きるおんなに
とって、それをどうとらえ、どう生きたらよいのか一
　いろんな人の生き万を知ることによって自分自身の
生きる万向を考えてみたいと思います。
　どうぞ、あなたも仲閲をさそっておいでください。

　期日／7月～竹月（月2回第り・．3火擢臼）
　臆間／夜フ9寺～9時　会揚／市公民館
　第維薗は7月19臼（火）
　　～講座をはじめるにあたって話し合いなど
1〈申し込み〉

　　◆関心のある万ならどなたでも結構です。
　　俺希望者は申込雷（公民館にあり）に連絡用ハガキ
　　　（4枚）を添えて公民館婦人講座係へ申し込んで

　　　ください。

停
電
の
お
知
ら
せ

▽
七
月
二
十
日
困
　
午
前
九
時
～
正

午
ま
で
、
小
泉
の
一
部
・
樽
沢
・
北

鐙
坂
（
上
ノ
山
）
　
▽
七
月
二
十
二

日
團
　
午
前
八
時
～
正
午
ま
で
　
上

新
田
・
板
橋
・
廿
日
城
・
岩
野
・
原

行
寺
・
山
際
・
反
目
・
桑
原
・
為
永

山
根
・
蟹
沢
・
野
田
・
仙
ノ
山
．
貝

・
町

顧
膨

膨
、

翻
ボ

ロ　　　　　ハ　　　 もノ　　リバツザ　
　

　　ラクイ　
21，

　　　　　ノ　　　雛撃

　　響い

つ
ゆ
は
去
ぞ
も
、

b
ヒ
嘩

残
5
・
－
つ
・
，
，

覧，‘灘

　　　　　　　　　　学卒就職者激励のっどい

　　　　　　　　　　新潟県及び十日町地区雇用協議会（春

　　　　　　　　　日由三会長）では、去る6月29日、商工

　　　　　　　　　福祉会館4階ホールで「学卒就職者激

　誓
　　　　　　　　　励のつどい」を開催。

　　　　　　　　　　この春、十日町地区に就職ざれた177

　　　懸轡．焔の若者奮瀞大助教授吉川弘氏の講
　　　　　　　　　演やアトフクンヨンの音楽演奏などで
」轟轟鴛励ましました．

／世帯数…l　I、952／面積…2”・44k㎡（6月1日現在）

ノ
川
・
新
保
・
水
口
・
漉
野
・
平
・

戸
渡
・
二
子
・
下
り
木
・
願
入
・
塩

野
　
▽
七
月
二
十
二
日
囲
　
午
後
一

時
半
～
午
後
四
時
半
ま
で
　
安
養
寺

伊
達
の
一
部
▽
七
月
二
十
五
日
但

午
前
九
時
～
正
午
ま
で
　
珠
川

…
ゆ
ず
り
ま
す

ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

…
◆
6
月
末
日
ま
で
の
受
付
分

、

（
希
望
者
は
、
市
役
所
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
ず
り
ま
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格
…

…
ラ
ジ
オ
カ
セ
ッ
上
台

中
　
　
古

不
　
明

バ
イ
ク
　
一
台
50

㏄
中
古

一
万
円
皿

ラ
γ
プ
電
舌
ン
ジ
新
　
　
品

五
万
円

オ
ル
ガ
ン
ニ
台
中
　
　
古

芳
円
…

皿
乾
　
燥
　
機
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
用

二
万
五
千
円

二
人
乗
り
用
乳
母
車

中
　
　
古

不
明
㎜

…
食
堂
用
幼
児
イ
ス
（
赤
）

不
　
明

直
径
⑳
㎝
位
の
鉄
な
べ

不
明
…

随雌上、厨㌧i灘藍ム
■市勢／人口・一50，378人（男24，623人・女25，755人）


